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一雇思-食糧轄のライフラインリスク録育成の

ための学習のテキストシラパスデザイン-

Methodology of Japanese language education for sustainability : 

Learning design for the development of employment and food lifeline risk image 

舟崎敏雄
OKAZAKI Toshio 

This paper presents， concerning employment and food lifeline under the global 

change， the following consideration of the text syllabus design for development of 

risk image of the lifeline: l.formation of employment and food lifeline risks undel崎

the global change， and the view of management of those risks; 2.the text syllabus 

design for the learning on employment and food lifeline ; and 3.the realization of 

the text syllabus design for development of risk image of the lifeline. 

i はじめに

ーグローJ¥ル化変動の下における雇用一会糧軸のライフラインリスクの笹飴とその保全の展望一

前稿(向 111奇2010b)では、持続可能性日本語教育における学習のデザインの目指す全体像を明

らかにすることを課題とし、教室活動・シラバスデザイン・教師の役割について考祭した。その

上で、次の諜題としてグ、ローバル化変動の下におけるライフラインとして、雇用面と共に基~î!ll を

なす食糧面を併せた雇用・食糧両面を内容とする学習のデザインの展開を設定した。本論は、そ

の課題をめぐって、グローバル化変動の下における雇用-食糧軸のライフラインリスクの、リス

ク像育成のための学習のテキストシラパスデザインについて考察する。

1 .グ口ーバル化変動の下における雇用一食糧軸のライフラインワスクの腔胎

1990年代後半以降、グ、ローパル化の変動の下で、雇用・食糧を基軸とするライフライン上のリス

クが人の生活及び生存に大きな影響を与えている。それは2007年のサブプライムローン問題、

2008年のリーマンショックを契機とする世界金融危機によって増幅され拍車をかけられてきてい

る。雇用面では、グローバル化を形作る三つの自由化(資本・金融・貿易)に伴い、国際競争が激

化し、競争力強化に向けた「雇用の流動化」が各国で進んだ。その結果、終身雇用が事実上終駕
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し、非正規雇用、有期雇用が多くの留で主軸を成すようになった。そのため、人のライフコース

の安定の基盤で、あった雇用は、多次元ー多要因に大きく依存する高依存型のものとなった。

典型的には、 2008年9丹のアメリカのりーマンショックに端を発する金融危機を出発点とし

た、多次元・多安I~の依存サイクルの中で雇用は翻弄されている。即ち、リーマンショックが株

安を生み、ひいては個人消費の低迷及びデフレスパイラルの進行を引き起こした。 個人消費の低

迷によって企業収益が悪化し、その結果賃金・雇用が抑制され、賃金・雇用の抑制がさらに個人

消費の低迷を加速{とするというサイクルである。

他方、食糧部でも、グ、ローバル化の三つの自由化に起因する多次元・多要因における高い依存

が引き起こされている。典型的には、アメリカの低所得者向け住宅のサブフライムローンが2007

年8月以降破綻し、それが食輝価格の変動を生み出した。サブプライムローンから引き上げた資金

は、当面高価格の予想される原油、皐j訟により高価格が予想される小麦市場に投入され、食糧の

価格高騰に繋がった。

原油価格が高騰したため代替エネルギーとしてのバイオエタノールが注目されバイオエタノー

ルの原料の砂糖、小麦、などの人間の生命維持のための金糧を切り取ってエネルギーが生産され

るようになった。これが食趨価格の高騰を加速している o ~IJ ち、エネルギーであるバイオエタ

ノールの価格の高騰が小麦の高騰の、さらに小麦の高騰がバイオエタノールの高価格化に結びつ

く。エネルギーと金糧が相互に影響しあって、それぞれの価格を引き上げる。即ち一方の価格市

場の変動が他方の市場の変動に産結するという状況が生まれている。

注13すべき点は、食糧上の不安定が雇用基盤の不安定化の下にある一人一人の生活の中で発生

しているという点で、ある。雇用が多次元・多要因に大きく依存する高依存型であり、それが一旦

問題に遭遇すると人の収入が脅かされる。その下で、新たにもう一つの多次元・多要因依存食糧

価格が変動にさらされる口言い換えれば、雇照一食糧のライフラインが、相乗的に、多次元・多

要因の高依存の状況の下におかれ、その上で一人ひとりの生活が成り立つようになっている。

2.雇用-食糧軸のライフライン 1)スクの保全への展望

以上のようなグ、ローバル化がもたらした状況ゆえに、しかし他方で見え始めたものがある。そ

れは、 「先進諸国」での麗}~~基盤の不安定化ゆえの新たな視座の発生である口同諸国の人々は、

自らの雇用が確保されない状況下で、自己の生存基盤が同じような不況に直面した結果、グ、ロー

パル化の下で生存基盤が動揺しているほかの人々の群像が視野に入ってきたという点である O 自

己の生存基盤がかつて雇用によって守られていたため、 「防護壁でi週まれた中で守られている視

座Jを通してしか克えていなかった世界の人の群像が、今そのi坊護壁が崩れさるなかで、自分と

同じ存在であることが見えるようになってきたといえる。

これらの結果、自分と世界が形つくっている身近な、あるいは多方向につながっている人々の

限で、 「自他共に生存基盤が揺らいで、いる下に生きているJという感覚がリアワティーをもって

感じられる状況になっている。生存基盤の動揺を共有するがゆえに、世界の変動という、直菌す

る現実を共通の規産で捉え、間い、実践する基盤が与えられた、といえる。
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t!rJち、グ、ローバル化の変動の下にあるライフラインリスクの旺胎に伴い、リスクの下に共に置

かれているもの同士が1)スクを分かち合い、保全への模索を共通の視座で追求する展望が作り出

されたということができる。

本論は、持続可能性日本語教育をめぐって、次のようなライフラインリスク橡育成を、それら

リスクの保全を主題とする学習の前段として位置づけ、シラパスデザイントこ焦点を当てるD その

上で、グ、口ーバル化変動の下における雇用-食糧輸のライフラインリスクのリスク像育成のため

の学習のテキストシラパスデザインについて考察するD

11 雇用-食糧軸のライフラインに関わる学習のテキストシラパスデザイン方法論

1 .持続可能性日本語教曹における学習のためのテキストシラパスデザイン

( 1 )目的

持続可能性日本語教育における学習のためのテキストシラパスデザ、インは以下をiヨ的とする。

1 .持続可能な生き方とは伺かを学習者が考えるための手がかりとなり得る情報、克方、考え

方に関するテキス卜を呈示するD

2. 特に、持続可能性に関わる諸項 I~I 一人の持続可能な生活を支えるもの、ととがらの現在の

状況、傾向、オjレタナティブの選択肢、そのイメージを呈示する。

i立界のグローバル化の現在の窃al~をなしている「貿易・資本・金融の自由化J の下で、国際競

争力強化に向けて再編されつつある社会、教育、メディアにおいては、一人ひとりの人間の生活

の持続可能性という問題は第一義的な位震を与えられていないというのが現状である。その現状

にあって、人が持続可能な生き方を考える場を作り出していこうとする場合、!翠際競争力の強化

に向けて提出されてくる情報、見方、考え方とつき合わせて、人の生活の持続可能なあり方のオ

ルタナティブのイメージを示す情報・見方・考え方に接し、それらを手がかりに現実的な方向を見

出していくことを可能にするための学習のデザインが必要である。持続可能性日本詰教育におけ

る学習のためのテキストシラパスデザインはそれを目指すものである。

(2)主j限

テキストシラパスデザインは以下を主眼とする。

1 .学習者が自己の関心事を起点として考えるためのデザイン、また学習者が自己の関心事を

起点としたとで、直面する世界を突き動かしている構造を辿っていくためのデザイン

2. その前提として、アジア通貨危機、サブプライムローン、リーマンショックに典型的なよ

うに、学習者の生きる i立界が、一豆きっかけがあると、人の生活の根底を揺るがすような

雇用や食糧の危機に直面するリスクの下にあることを、捉えるためのデザイン

3. このようなリスクに対処し克服していく展望、郎ち、持続可能な生き方の展望を見出して

いくための保全のあリ方を追求するためのデザイン
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テキストシラバスデザインは、持続可能性日本語教育の学習形態上のデザ、イン一対話的地題提

起学習、ロールレタリング、四つの間いーの次元と並び、内容重視教育でもある同教育の一方の

基軸で、ある、読み、聴く対象となる内容を呈示するためのテキストを用意する次元のデザインで

ある。

次節に見るように、開発教育の長年の懸案を解決することを一つの主眼として生み出された持

続可能性教育における学習のデザインの中心は、学習者が自己を起点として学習する態勢を創出

することである。

テキストシラパスデザインもまた学習者の関心事を起点とすることを可能にするためのデザイ

ンに第一の主|援をおく O 本論では、それを学習者の関心事で、ある就職、 ~I] ち雇用についてカリ

キュラム上先行して考えてきた学習者に、雇用と(人の持続可能な生活の根幹をなす)食糧の問

題を連動・一体のものとして捉えるためのデザインを導入部分とする。

そのよで、第二の主眼として、このリスクを雇用一食糧のライフラインリスクとして捉えるた

めのライフラインリスク像の育成のデザインにあたる。これらは、第三の、最終的な主限である

ところの、そのようなリスクに対処し、克服していく持続可能な生き方の展望を見出していくた

めの保全のあり方を考える保全の学翠の前殺をなすためのデザインである(第三の主眼について

は別の機会に論ずる。〉

2.金糧を持続可能性自本語教青のテーマとすることに関わる諜題

一学習者レラヴ、アンス生成のダイナミックスの構造化一

!?月発教育の長年に渡る諜題は、どのようにして、世界の貧国や飢餓という教育内容を学習者に

とって直面せざるをえぬものとするかで、あった。特に「北」諸国の学習者にとって貧弱が他人事

としてしか感じられない暖衣飽食の時代には避けられない課題であった。

「麗用基盤の不安定化ゆえの新たな視座の発生」が、この課題の克服の根源的基盤をもたらし

た。貧国や飢餓は「南北Jに関わらず遍在するものとなり他人事ではなくなったD

学習者は「自他共に生存基盤が揺らいで、いる下に生きているJという感覚がリアリティをもっ

て感じられる状況のl~にいる。雇用をテーマとする持続可能性日本語教育(関崎2008a， 2009c)

における学習者は、就職活動、転職を考えることを他人事ではなく白己のj車問せざるをえないこ

ととして取り組む態勢にある。 即ち自己を起点として世界のコト、モノ、人のつながりを、自己

にとって感じられるレラヴァンス(関連性)を辿っていく過程で「自発して来る惜しリのダイナ

ミズムにのって、学溜を自律的に展開していく態勢にある。

一方、 r[当他共に生存基盤が揺らいでいる」という場合、問題は雇用にとどまらない。それ

は、一旦雇用を喪失すると、一気に眼前に現れる会還の問題である。 r仕事-がなければ(文字通

り)食えない」事態が誰にで、もやってくる。

ところが、卒業後の社会経験のない学習者には、殺が失業して患の当たりにしているような場

合を除くと、この点は未だ漠然としてしか見えない。食糧を、持続可能性日本語教育のテーマと

する学習のヂザインの方法論の眼目は、まさにここに凝縮されている。
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EI]ち、雇用そテーマとする向デザ、インの万法論が「自己を起点とする」ことに端を発してダイ

ナミズムを創り出したのに対応する新たなさ語、イナミズムの構築が食糧をテーマとする学留のため

のデザインの方法論の根幹をなす。

一言で言えば、雇用と食糧が連動@一体性をなして、自己のそして他者のライフラインを形

作っていることに注目する場をもつことを可能とするデザインを図る。郎ち、そのライフライン

が自他に通底するものであり、ライフラインリスクが自他一蓮托生・共有のものであることに注

呂する場を持つことを通じて、雇用面での学習のダイナミズムに沿って追ってきた「自己を起点

とするJ-¥立界のコト、モノ、人のつながりを、雇用一食糧事Ihのライフライン上のつながりとして

新たな局面から紡いでいくためのデザインである。

それが、雇用面での学習のダイナミズムを引き継ぎ、そこで形成されてきた学留者にとっての

レラヴ、アンスを食糧函で見えてくるレラヴ、アンスにつなぎ¥先行のダイナミックスを培i隠する形

で新たなレラヴ、アンス生成のダイナミックスを構造化する。

具体的には、学習のデザインとして次の二点を根1持とする。

1 .雇用面における学習形態を引き継ぐ。即ち、対話的問題提起学習及びキーワードプロジ、エ

クトを通じた「世界はどうなっているか、そとでどう生きるか、人とどのような繋がりを

持っか、そこで岳己とは何かj の「四つの潤いj を基jまに据える。

2. 1を通じて、学習者のグローバル化の下にある世界に対する「私の¥:I!!?1L iî~l Jの自律的育

成、及び「グ、口一パル化の下にあるi立界に生きる場合のリスク」のi主党化を活指す。

1については食糧をテーマとして取り上げるに当たって、雇用と食糧が連動・一体性をなして

ライフラインを形作っている認識の自律的育成を重視する。長iJち、雇用語で取り上げた学習形態

を引き継ぐことを基軸とする。

次に、 2については、雇用面の学習形態の継続を基盤として、学習者が雇用部の学習で紡いでき

たグローバル化の変動の下にあるコト、モノ、人のつながりの学習者自身による把握で得た「私

の世界観」に、新たに「食糧面でグ口一1¥11;化し、変動している世界のコト、モノ、人のつなが

りの諸相」に関する情報をフィードインする。

具体的には、そのような「情報j を呈示するテキストを編成するデザイン、即ち「食糧菌にお

けるグ口一バル化の下でのコト、モノ、人のつながりの諸相」の内容に欝わるテキストシラパス

デザインが、学習のデザインの枢要部分をなす。

本論ではそのうちの、 「グ、ローバル化する世界の下でどのように生きるかJ rそこで、人とどの

ようなつながりを持つか」の伺いを考える手がかりとして、雇用一食糧軸のライフラインが車部

する 1)スクとしてどのようなものがあり、それらがどのような性格のものであるかに関わる「リ

スク像Jの自建的膏成の手がかりのためのテキストを編成するデザ、インに焦点を当てる。
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I11.雇用一禽纏機軸のライフラインリスクのリスク像斉成のための学習のテキストシラパスデザイン

1 .雇用・食糧ライフラインリスクの連動@一体性に注目する場を経験するためデザイン

ζのデザインは、つぎの(1 )一 (3)の各テキストで構成されるシラパスの内容を、学習者

同士で、読み、各自に自発して来る聞いに応じて捉えたキーワードを抽出し、それらのつながりを

ベースに、対話的問題提起学習(向精向上〉を進め、その下で「四つの隠しリを考えるためのも

のである(テキストは、明記された引用のもの以外はいずれも関崎によるオリジナル) 0 その過

程を通じて、雇用と食糧が連動し、一体性をもってライフラインを形作っていることに注目する

よ拐を経験するためのものである。

( 1 )人間生態系のライフラインを形作る雇用・食輝

一雇用と連動・一体の食一

次の二つのテキストは、金が雇用と連動し、一体性をなしている様相について、雇用面の学習

で学習者が紡いできたグローパル化の変動下にあるコト、モノ、人のつながりをもとに、グロー

パル化の lてでの繋がりを大きく捉えてみるものである。即ち食と雇用の連動・一体』性を概括的に

捉えてみることを手がかりとするものである。

テキスト A

食における「依存の多次元化による椙乗化」に起因する急激な激甚化一長期展望が困難-

グ、ローバ;1，;1ヒの変動の下にある食は、天候・混i暖化、 WTOなど貿易自由化、アグリビジネスの

展開、エネルギ、ー資源の問題、食糧・農業市場、投機・金融市場の展開等の多次元の要因に依存

している。この状況は、多くの要因が相乗{とするため、個々の要因を見ていたのでは予想外の展

1~ f.J をする。

また投機金融市場で、の窃jきに見られるように、それぞれの要因がその時々のきっかけによって

他の要因を突き動かし、急激に激甚化する可能性を持っている。サブプライムローンの問題を

きっかけに、原油高からエネルギー、農業、食糧など一気に多くの関連部門に短期間のうちに大

きな影響を与えた口短期の急激な激甚化の51き金の場である投機金融市場の関わる世界の変動の

下では、食櫨の畏期的な展望を持つことが困難になっている。

雇用が終身雇用の時代を終えて、ライフコースの見通し展望に立った生き方が難しくなってい

るのと同様のことが、食糧にもそしてエネルギー、住居など社会全体に及んでいると言える D

テキスト B

雇用不安定化の下での食の不安定

このような食糧上の不安定は、雇用基盤の不安定化の下にある一人一人の生活の中で、発生して

いる。雇用自体が多次元・多要因に依存しており、それが一旦絹題に遭遇すると、人の収入源は

脅かされる O その下で、今度は食における「多次元による相乗化Jにより、急激な激甚化によ
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る食糧価格の不安定な変動にさらされることになる。言い換えれば雇用・食糧のライフラインの

r!illjが、多次元の要j還に依存するハイリスクの状況の下-に一人一人の生活が戚り立っていると言え

る。

(2)雇用と食の逆ピラミッド

以下のテキストは、連動一体の雇用と食糧が、それぞれ不安定な基盤に立っている側面に注目

すると、イ可が見えてくるかを経験するためのものであるO その場合(1)と同様、食糧のグローバル

化の下でコト、モノ、人の繋がりをもとに、グローバルサイズで自己の生きる世界を克てみる。

その経験をもとに考え、対話をし、四つの間い什立界はどうなっておりJ、 「そこでどう生きる

か」、 「人とどのようなつながりを持っかJ、 「その下で自己とは何か」を通じて、世界の繋が

りを、自己との関わりの下に克てみるものである。

テキスト A

逆ピラミッドの世界・逆三角形のバランス

一世界総人口食糧を、 「逆ピラミッド」の「ピンポイント底辺の生産人口j が支える世界一

人口構成から見ると、グローバルレベルで、小規模農人口が縮小している O 途上回で¥大規模農

闘が工業化、ハイテク化により一層拡大している D このため、小規模農は土地を失い、離践して

いっている。加えて、中国農畏層の急激な減少、 BR 1 C s (ブラジル、ロシア、インド、中

由)及び、他のアジ、ア中間層拡大相当分の膨大な農畏人口の離農が拍車をかけている。

1960年前後と比較してみると、 「自給が普通だった位界Jが一変している。代わりに、膨大な

世界総人口の食糧を、極小の生産人口が支える逆ピラミッドの位界がそこにある。 j設の商業化・

工業化・ハイテク化による加速化は、 「逆ピラミッド」の「ピンポイント(針の先)底辺j にあ

たる生産人口が、現悲67億、 2050年に90億弱になる総人口を支える世界をもたらす。かろうじ

て「逆三角形のバランス」に立つ世界である o (注:農者松井静ーは「もっぱら工業生産物と経

済的農業を重視する時代」そ「逆三角形の時代」と呼んでいる (2003 祖田))口 これは、人

i昔、人類のうち大規模農法の耕作者だけが食糧を作る世界である。あとは全て「他の人の生産に

よって支えられるライフラインJの上に生活することになる。これは文字通りの「倒錯j に当た

る事態と言える。

テキスト B

「雇用における逆ピラミッド・逆三角形j

一雇用一金糧のライフライン全体の「逆ピラミツド・逆三角形化J-

上で、食糧について逆ピラミッドの世界、逆三角 H~のバランスについて見た。一方、雇用に目を

転ずると、今後段界中で進む非正規社員の増加、正規社員の減少は、雇用でも逆ピラミッド化、

逆三角形化が構造化されていくことを示している。世界全体で、雇用が不安定で、収入が不確定

な人の総人口が拡大する一方、雇舟安定の見通しあリの人口が縮小していく O
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雇用、食糧と併せて見てみると、この両者のライフライン全体が逆ピラミッド、逆三角形のバ

ランスの上に立つものになって行く世界が浮かび上がってくる。

これは、このライフラインの上に、結婚、子育て、家庭生活、 i豆療、教育、高齢期生活が成り

立っていく世界でもある。世界の人の各一生全体が逆三角形のバランスの上に立つ世界である。

テキスト仁

「ピンポイントの底辺j の安泰震

逆三角形の上の方だけが不安定で、 「ピンポイントの底辺」の安泰鹿はどうかというと、決し

て明るい一点張りではない。正規社員だった人で、母親の看護のため転勤できず失業した女性、

ほんの少し前まで中流だったのにローンで2ドルが大きなお金になってしまったアメリカ人の

母、アメリカの補助金助成で、低価格の輸入米が入るようになって米の取り扱いを断念して都市に

命がけで出て行かなければならなかったハイチの農民、このほか自給、吉宮農で農としての雇用

が安定し収入も見通せた人たちで、サトウキビ換金栽培移行、 FTA対策で牛の購入増で、結局、

土地、家喬を失ったタイの農民などいずれも、逆ピラミッドの下方の安泰の場所にいるはずだと

思っていた人が文字通リあっという間に一気に反対の題に近づく例は枚挙に暇(いとま)がな

い。エリートのIT.金融関係会社の合併、不況に伴うリストラはサブプライムの一連にとどまら

ず、また好不況によらず起きている。心身の病気が転職のきっかけになることも多い。

(3)雇用・食燈・貧民・部l餓の繋がり

一雇用喪失が蹴織に繋がる一

雇用と食糧の連動・一体性によって、雇用喪失が場合によって食糧獲得手段の喪失、その結

果、貧臨また最悪の場合飢餓に繋がるようなライフラインをなしている。日本では以下のような

ケースにそれがみられる。以下のテキストA、Bは、この点を、ともにこの世界に生きる具体的な

人の直面する状況そまのあたりにして考えるためのものである。

テキスト A

派遣切にあった30歳の日本人男性

くリーマンショック後派遣切りにあい、社員寮からの退出をせまられる。財布には500円しか

ない〉

午前零時。名古屋駅前のハンバーガーショップ。 11mいいすに腰掛け、壁を見つめる男性がい

た。脇には、半透明の衣装ケースとボストンバッグをくくりつけたキャリーカート口着番えや身

の@りの雑貨を詰め込んである。

やがて所在なげに立ちあがり、 j古を出た。 rコーヒー I杯で一晩居座ろうと思ったけど、人の

視線が気になって 10分も持たなかったなJ0 照れたように笑った。 34歳。今日、泊まる場所がな

し¥。

車のエアバッグを製造する三重県こも野町の工場で、半年間、フォークリフトの運転手として
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働いた。不安定な派遣労働だ、った。 10月28日に突然契約を解除され、寮を追われた。四日市市で

織を探したが見つからず3013夕、名古屋ーにきた。財布には500円玉 i枚とわずかな小銭が残るだ

けだ。

(中1I洛〉男性は3年前にj顕在痛め、当時の勤務先を退職した。離婚し、二人の子どもとも別れて暮

らす。リハビりを経て、心気一転、新しい仕事に精を出そうという矢先の先月上旬、北米自動車

市場の冷え込みで、会社の生産計画が先送りとなり、人員削減が始まった。

雇用契約にない荷降ろし作業を強いられ，再び腰を痛めた。数日欠勤すると、上需は言ったo

fij要痛?ほんまかいな。 明日からもうええよJ0 他の二人と一緒に解雇された。 fとにかく人を

減らしたかったんでしょうねj。男性は顔をゆがめたD

(中Ili各)午前一時。男性は名吉屋駅に向かった。解雇された時、 「何日か寮においてほしい」と

頼んでみた。だが、あっさり断られた。 f不況の真っただ中にいるんだし、仕方ない。邸入居可

の寮付きの派遣なら、もう何でもいいj。

人気のなくなったロータリーで、男性は体を縮めた。(毎日新開 2008年11月2自付)

テキスト B

北九州で、生活保護申請したが、できなかった大前さん

く身体鶴害のある入、栄養不足で入段、働く意志あるが病気のため出来ない、生活保護申請、

認められず>

大前さんの住まいは関門海峡の近くにある。大前さんは右足の下の方が不自由で、第4級の酷答

者手11援を保持している。次男は時どき食糧を差し入れ、長男は、住居費を負担していた。 2005年

9月に水道料金が払われていないため、水道が止められた。 9月末滞納のため、住宅供給公社の

人が、現地調査のため大前家を訪問したところ、這って玄関先に出てきた。立ち上がる時は物に

掴まる事が必要な状態だった。水道局の営業課の人の通報で、大前さんが自宅で、脱水症状となっ

て衰弱しているという電話が生活支援諜に入った。電気、水、ガ、スは停止され、食糧は、次男が

パンなどを働いていたコンビニのあまりをさし入れていた。大前さんはいつ頃からか、公閣の水

道の蛇iコで、水を飲んで、いたO 水道が止められた後のようである。昨年の夏には近所の人が、大前

さんの体力の衰えを心配して、自治会長に相談を持ちかけた。自治会長はj更生委員と相談して、

救急車を呼んだ。 2，3臼、病続に入院していたが、すぐに退院してきた。入院費用のことが

あって退院した様子。 10月になって立ちくらみが始まる。 f金がないので働きたいが、この体認

で、は働けないので、生活保護老受けてそれで、体を直したい」と言っていた。外出できないため、

近所とは顔を合わせることなく、付き合いがない。ここ数年はパートを数カ月ごとに繋いで収入

を得ている。 10月の中頃「生活のためにお金がいる。そのために働き口を見つけたい。しかし、

体力がなく、一人では外出が難しい」と言っていた。また、まともなものを食べていないので栄

養失調のような病気になっており、まともに働けず¥たちくらみなどがする。部屋の蛍や家具に

つかまりながら、立ち上がるのがやっとであった。栄養失調になる前は玄関から20メートルぐらい離

れた駐車場に一人で、歩いて移動する事ができていた。 12月に次男から、差し入れの際、 12月20日
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で差し入れを打ち切る、これ以上は援助で、きない、と言われた。そのあと離婚した妻もお惣菜な

どを容器に入れて次男に持たせていたようである。本人はそれで、も円動きたい、そのためにも、

こんな栄養状態で、は働けず、外出できないのでどうしようもないJの繰り返しであったとのこ

とO たびたび生活保護申請をしたが、長男が、大前さんの家賃を払っている事を取り上げられ、

結局受け入れられることがなかった。大前さんがなくなった日は、正確には分かっていなし10 餓

死であることははっきりしている。解部の所克では 1丹ぐらいに亡くなったと忠われ、餓死状態、

で発見されたのは5)守の2313、岳治会長の人が発見している。((竹下、吉永2006)pp.13-25要約)

2.雇用・食糧ライフラインリスクがどのような構造に由来するのかを辿る経験のためのヂザイ

ンその 1

一一見しただけではつながって見えないことがらの簡に、自分なりに繋がりを見出し考えてい

くためのデザインー

上で、連動・一体化をなしている点在見た雇用・食糧ライフラインリスクはどのような構造に

由来するのかについて辿る過程を経験するためのテキストデザインを以下に取り上げる口

以下のような内容シラパスを構成する各テキストに示された靖報に対して、キーワードプロ

ジ、ェクト及び対話的問題提起学習を実施して、四つの問い、それぞれから考える手がかりとする

ものである。これは、前節の最後に見た一人ひとりの生活とグローバルサイズで形作られている

繋がりを併せて視野に入れてみた上で、一見しただけではつながって見えないことがらの間に自

分なりに繋がりを見出し考えていくためのデザインである。

テキスト A

食糧の世界化・巨大化・依存化

貿易の自由化は、 「関税ならびに貿易に関する一般協定 (GATT)Jと、それを引継ぎ、1995年

1月l日発足したWTOを中心に展開されている。関税などの貿易離壁を取り払い、地球規模の市場

で、商品、農産物などを自出競争のもとに取引できるようにすることが、貿易の自由化として目指

されている。貿易障壁とは、各国が自国の産業保護・環境保護のために行う、関税を!こ|二1)むとした

輸入規flllJである。

その場合、貿易の中身は、モノ、例えば自動車(工業製品・非農産物)、バナナ(農産物)の

みではない。サービス貿易というものがある。銀行・保険・運輸・商業などのサーピスを取り扱

う。更に、知的所有権の貿易もある。例えば特許権、著作権、デザインなどを取り扱う。

員22の自由化の促進に伴って、貿易額は (1980------90年)で150X100億ドルの伸びだったのに

対して、 ( 1990------2000年)で300X 100億ドルの伸びとなり、伸び率が倍増している。 iやでも

WTO (1995年発足)以蜂の5年間に「絶壁を駆け上がるような」伸びを見せている。これに伴っ

て翼易は r-I立界化Jと f巨大化Jを進めている(鷲見1998) 0 

農産物は国民の最低限の食糧確保に関わる問題である。そのため、工業製品とは違って自由貿

易の対象にされてこなかった。このようなGAτTの方針が1986年以降94年まで行われたウルグア
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イラウンドの段階、つまり 1995年のWTOの発足直前までの流れの中で、貿易の自由化の対象に

されるようになった。

それまでは、食糧の危機的な不足状況で閤は輸出制限を行い、過剰生産が起きた場合には輸入

制限を行って過剰分を処理することができた。また農産物の輸出補助金の拠出も言!こされていた。

WTO発足に至る 10年間の過程で、特に穀物企業からの強い要請によって、農業問題が交渉議

題に上り、自由化への道が進んだ。具体的には3つの方策による自由化の推進が決定された(向

上) 0 

1 .輸入障壁の低減によって市場アクセスをよくする。つまり留が輸入制限老設けてはいけな

い。それによって、他の闘が輸出することや、当事者である国が輸入する点でのアクセス

を自由にするo

2. 農産物品の貿易に関する直接・間接の補助金を政府が支給してはいけない。それによって

競争の妨害になってはいけない。

3.衛生・植物検疫が必要である場合にも、農業貿易に支蹄を来たすことが最小限になるよう

にする。

とした。

1 .のアクセスについては、あるl;mで輸入のほとんどない農産物の場合、ミニマムアクセス

(他国からの最低限の輪入)の機会を提供するD 国内消費量の3%以下しか海外から輸入しない場

合にはペナルティを課す口また、ミニマムアクセスの機会は拡大していくことが義務づけられて

いる。日本の米の場合もこのミニマムアクセスが適用される。毎年、日本囲内で、十分な米が生産

されているのに、輪入し、その枠を拡大していかなければならない。 2.の補助金については、

総入、輸出とも需'J眼される。輸入の際、国内農産物が競合できるように補助金を与えて国産品の

価格を下げること、輸出に際して輸出価格を下げてその留の輸出i誌を優遇すること、いずれもい

けないとされるD

これらから、貿易の自由化によって農産物の世界化、巨大取引化が一方で進むと同時に、大i憾

な輸入増による海外への依存化という f位界{ヒ・巨大化・依存化J (向上)の3点の特徴を見るこ

とができる。

テキスト B

モノ・サービス・知的所有権の自由化

グローバルイヒに伴うモノの貿易の自由化によって、顕著には、従来工業製品中心だった貿易が

農産物にまで、拡大された口それと共に他方、銀行・保験・運輸・商業などサーピスの自由化がウ

ルグアイラウンドを通じて、そしてWTO発足以降進められた。現在世界でこの分野のシェアを

握っているアメリカやEU以外の、特に途上富では、この分野の岳由化があった場合、太刀打ちで

きなくなることが指J寵されている。

特許権・商標・著作権・デザインなど知的所有権の自由化は、途上国の人々の生活に多くの問

題を生み出した。例えば、特許が登録されると、それぞれの留で薬の目的で使っていた植物が臼
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iおに使えなくなってしまう問題(バイオ・パイラシ一生物に関わる海賊行為)が起きている。ま

た特許料が諜されるため、エイズなどの医薬品の値段が高くなって、必要となる ~Iの人達が使え

ないという深刻な問題が起こっている。更に、特許や著作権で守られるようになることで、ある

技術が他の留で入手しにくくなる開題も出てきている。

このように「自由化」は、途上国に不利な形を生み出している。知的所有権の「自由化j とさ

れている内容が、現実には多くは途上国で悶有に継承されてきた薬用植物が、外国企業から自由

に「アクセスj できかっ、それを「特許」の対象にしてしまう自由を保障する自由になってい

る。

逆に言えば、自国の薬用植物を、海外から勝手に持ち出されたり商品化されないようにするた

めの保護はできない。保護貿易の規制をはずす自由化というものが、その留の自民の健康を保護

する場合にも「自由化Jの対象とされる。従って、いったん海外から特許を取られれば、薬で

あっても特許料老支払い続けなければならない。

それは薬用にとどまらず、地域の特定の食物の種もまた同様である。海外から特許を取られる

と、種は特許~q を払わないi理り自由に使えなくなる。自分たちの土地由来の、従ってその生態系

に合った食物を自給栽培するのに、費用がいるのである。この結果、貧農の場合には種代が払え

ず、自給自足ができなくなる。

テキスト ζ

途上国、及び先進国の小規模農家の状況

農産物の自由化の下で、多くの国で小規模経営の農家が離農を迫られている。例えば、 WTO世

界貿易機関、 iヨ豪EPA経済相互協力協定 の農産物の自由化の下で、日本の小規模経営の農家は以

下の状況の下に績かれている O

競争力強化の自的で、農林水産省主導の大規模経営化による「効率的経営j政策が追求されて

いる。機械化、工業化のコストを負担できない小規模農家は淘汰され、離農を余儀なくされつつ

ある。

途上国で、小規模農業に携わる人々にも、 WTOの農産物の自由化の下で同じ問題が、多様な形で

起こっている(鷲見 1998)。

第一に、農産物ili命入の際、関税や輸入量制限による自留農業の保護が取り払われた。

小規模農家は安い輸入農産物に対抗で、きない。この結果、大規模経営農業ビジネス(アグリビ

ジネス)の傘下に組み込まれ雇用労働者になるか、土地を放棄して農業そのものから離れざるを

得なくなる。多くの;場合は、インフォーマル労働、つまり 3K労働に携わるか流民化してスラムの

生活を余儀なくされる。

麗用を求めず、土地も放棄せずに農業を続けるためには、契約農業に切り替えることを余儀な

くされるD 契約農業のための資材購入のために借りた資金を返済しなければならない。返済はで

きた農産物の収穫量による。ところがそれは天候や市場にされ不安定である。

第二に、最低のili命入量を義務付けるミニマムアクセスのリスクがある。実際には自給できてい
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る農産物でも、低い価格の輪入品を強制される。これがその国で自給されている農産物の師格競

争力を弱める。このため、その品目の農業経営の基盤が揺るがされる。またこれにより、食織の

自給と自給経済を危うくする。更に、輸入のための外貨を必要とする。多くの場合は換金作物の

農業を行い輸出することで外貨獲得をするという産業構造を余儀なくされる。そして輸出用換金

作物への移行が、自由の食物白給を更に脅かす。

第三に、このような経緯で自給構造が崩れ、輸入食糧に依存する場合、輸入食糧のための経費

不足が重なると深刻になる。途上出のうちでも後発開発途上面と呼ばれるアフリカ・サハラ砂漠

以南の毘々に多いケースでは、充分な食糧を確保できず、函連や先進諸国の援助を必要とする事

態に陥るケースが多い。

これらのI~の低所得者層の人々は、食糧購入に充分な所得がないため、飢餓状態を余犠なくさ

れている。現在控界で先進国低所得者層も含めて、 10憶の人々がこのように、充分な食樹獲得が

できない状況にある。

も重要で克逃すことのできないポイントは、 WTO交渉では、今後長期間にわたって自由化

を進めていくことが取り決められている点である。現時点で、すでに十分に大きな問題が生じてい

る。それが、今後ますます促進される方向に進む。

以上のような問題点の他に、サービス分野、知的所有権、技資の自由化が盛り込まれること

で、従来になかったような問題点も途上国に大きくのしかかっている。

先述のfJIjの他にも、第ーに、知的所脊権については、 「ターミネーター技術Jと呼ばれる手法

によって、実った作物が次世代を残せないようにされてしまう O このため、特許権つきの種を一

度特許料を払って翼っても、次の年にまた購入しなくてはならない。次の年以降は、自分のもの

になった種を使っていこうと患っても、それができない。特許保有企業は毎年収入があり、その

分農民は毎年種料を払い続けなければならない (J'¥ブリツクシチズン2002)0 

第二に、投資の自由化に対する規制が外されて、外国企業も国内企業も陪等に扱うことが義務

付けられるようになっている D 従来は、外国企業の投資には、国産品をその外国企業の製品の一

部として使用することが義務付けられていた。これが撤廃されつつある。また政府自治体が、田

内企業と共同して特に地元の、たとえば農業プロジェクトを実施しようとしても、競争力の弱い

層内企業は入札価格で外留企業の前に後退を余儀なくさせられる局面も出てくる(北沢・井上・

稲場・佐久間ほか2003) 0 

WTOやFTA(自由貿易協定)の下で、途上国の小規模農家がどのような状況を迎えているか、タ

イの例を見てみよう(戟日新聞 2008年5月1日)。

タイ中部のある酪農家パヨンさんは、飼っていた乳牛27頭を全て売り、一年前無職になった。

2005年l月にオーストラリアとの自由貿易協定 (FTA)を結んだタイでは、それに先立って一年

前に政府から、良質の生手Lでないとオーストラリア産の製品には勝てないと警告され、一年間の

り上げに匹敵する資金を親類から借りて設備投資(牛舎を清潔な飼育環境にする建設)をし

た。ところが牛の餌にする穀物飼料と、乳製品輪送用のガソリン価格の高騰でコストが上昇し
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た。結局、借金返済のために、守二や牛舎の屋根まで売ることになった。向じように同じ村の250

件の農家のうち半分が酪農を放棄することになった。

3.雇用・食糧ライフラインリスクがどのような構造に由来するのかを辿る経験のためのデザイ

ンその2

一雇用の喪失、食糧入手の手立ての喪失、飢餓の繋がりを辿る-

上修のテキスト A、Bを辿り、その上で、テキスト Cそ手がかりとして見た上で、パヨンさんの状況

を体験して考えてみる。これによって、グローパルサイズの構造のつながりがその下で生きる一

人ひとりとどのようにつながっているか、に注iヨしてみる場が呈示される。しかし、前節の末毘

で見た派遣切りにあった男性や北九州小倉の大前さんのケースは、雇用の喪失と直結した形で食

櫨入手の手立ての喪失、ひいては飢餓というケースであった。それに対して、パヨンさんのケー

スは、雇用や飢餓とは繋がってこない。その点をさらに辿って考えてみる手がかりが必要とされ

る。以下の一連のテキストデザインは、そのきっかけを探るためのものである。

テキスト D

安定的食糧アクセスの低下、特に低所得者層食糧の欠乏の構造化

貿易・資本・金融の自由化や多国籍企業の展開、 IMF!主11際通貨基金による構造調整策、 GMO

(遺伝子操作)バイオテクノロジーの高度の展開の中で、食糧をめぐって多次元の依存構造が形

成されてきた。

世界的i豆大依存の形成を促進したのが貿易の自由化で、あり、それが輸入食糧依存、 i主給縮小構

造を本格化した。また日本のf91Jのように、 WTOをはじめ貿易協定FTA、EPAなどに左右されるこ

とによる依存の構造化も形成された。更に、金融の自由化によって、食糧が多くの種類の価格変

動に依存する構造ができあがった。多国籍企業の展開の下では、食糧がピジネスに依存する構造

が形成されている。一方、構造調整策の展開で途上国に導入された先進諮問の開発モデルによっ

て化石燃料依存型開発が進み、バイオテクノ口ジーやGM遺伝子組み替え栽培で、は特前二権や輸入へ

の依存が進むこ主になった。

このような高依存化のため、一旦食糧備格が何かのきっかけで高騰すると、多次元の要因が重

層的に連動して高騰が加速されるようになっている。この結果、食、食糧アクセスへの低下が急

激に進行する構造が進んでいるD

そのヰ!で、特に低所得者層は、わずかな所得の中でのゆとりが少なく、即座に食へのアクセス

を削減せざるを得ない状況に追い込まれている。

テキス卜 E

農の宿業化・工業化・ハイテク化が加速する低所得者層の欠乏

農業の商業化は、自給m農産物を輸出月3農産物の生産!こ切り替え、そのために自給能力を低下

させた。 自給能力低下により、立与品化された作物しか入手できない社会で、は、高品を購買する能
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力の低い低所得者層の人たちが、会糧欠乏や飢餓を余儀なくされている。

また工業化によって、エネルギー、機械、特許料コストが加算され、それらに見合った資本を

持たない農業従事者、小規模農家は農業から切り離されるようになっている。これは多くの人口

が食糧自給から離れることに直結し、商業化とi可様、抵所得者層の食の欠乏を構造化することに

つながっている。

このように、農の商業化、工業化、ハイテク化が重層化することで、自給の構造的縮小が加速

度的に進行し、安定的食糧アクセスの低下、特に低所得者層の食糧の欠乏が構造化されている。

テキスト F

グローJ¥ルレベルでの「依存の多次元化による栂乗化」は、まず低所得者層を甚撃する

一「雇用不安定、食糧不安定、土地喪失」の掛け算で進む銀銭-

食糧は、グローバルレベルで、多次元・多要因に高度に依存しているため相乗効果によって急

激に、食糧上のリスクが激甚化しやすい。また、グローバルレベルで進んでいる雇用不安定の下

で、このような食の不安定が進むと、文字通りライフラインが脅かされる可能性がある。このこ

とからi帰結されるのは、このような「急激な激甚化Jが低所得者層に殊に大きな影響を与えると

いうことである。 rサブプライムローン問題」を、きっかけとして発生した原油価格勝賞、コー

ン、小麦、大豆などの食糧市場物価格上昇への波及は他の多次元要因と相乗化し、現実に、アジ

アの低所得者層を直撃してきている。

次の例は、インド・ニューデリ郊外の主婦プレムワティさんの場合である(朝司新i鵠2008年4

月11日付) 0 

l日l度、チャパティ(インド古来の小麦で、作る平たいパン)とレンズマメの金事。 1fl三前は3Jl{

の金事であり、野菜も食べられた。それが2007年秋以来の半年で、小麦・コメ価格は1.5-----2倍に高

騰。家族の収入は夫の日雇いで月2000JIノピー(約5千円)の低所得である。 i三1]翠いという非正規

雇用で文字通りの雇用不安定の下での食の不安定の直撃である。この下で、家族6人の食事が1EI 

lIillとなった。インド全人口の3割がこのような低所得者層であるD

他方、世界最大のコメ輸入毘フィリピンでは、やはり数ケ月で

を|仁中=1干やiドド二コi心に安い政}府荷米に長い列を作る状況となつた (1伺司上記著事5め) 0 フィリピンは、かつては米の輸

出国であったのが、プランテーションの拡大等をきっかけに輸入国となり自給率が低下してい

る。またカンボジアでは、自国の米が、高値を支払って買い付ける諸外国に買い占められ、国内

にlillらなくなっている(朝日新聞2008年4月13日付) 0 

このように、雇用不安定と食糧不安定が重なると、半年、一年のサイズで食へのアクセスの位

界が一変し、一気に一日に一食、部食物はなくなるという事態が進行する。

このような中で、途上国の都市では飢餓に直結するに至っているO その結果、 2008年春には、

食品値上がりでアフリカのエジプト、カメルーンで、暴動が起きるほど深刻化している (ii明日同
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上)。また、ハイチでは、主金入手難のため、商品略奪が続発、首相解任に至っている(朝日

2008年4月17日付)口農村部では、先に見たアメリカ輪入米増加によるハイチ農民、タイのサト

ウキビなど換金作物栽培の農家、サラワク先住民のプランテーション化などにより、土地を喪失

した小規模農の入は都市流民化している。流民化した人の雇用は、 3Kで、社会保障のほとんどない

インフォーマル労働と言う不安定なものである。そこに金糧価格際貢が重なると、食糧を入手す

るのに現金収入がなく、文字通り食べる手立てを失う。

このように、雇用不安定、食糧不安定、土地喪失の掛け算イコーjレ飢鋭という計算式が、現実

に「サブプライムローン問題j発生以降の市場変動の下で、進行している。

テキストG

グ口一1¥ルレベルの飢餓の問題

一食糧不足飢鋭から構造由来飢餓へ-

グローパル化の中で、以前は食糧不足由来だった飢餓が、食糧・農業構造由来の飢餓に変わり

つつある。

第一に、資本の自由化に基づいて留と多国籍企業の合弁の下で行われた緑の革命における農

畏、第二に、 IMF構造調整策で単一作物を換金作物としてプランテーションで栽培した先住畏や

小規模農、第三に、途上冨債務返済のため自給農民が輸出用作物栽培に携わるプランテーショ

ン、契約農業の中で、途上国の人たちの食糧欠乏が起きている。自給自足の生活が輸入依存に変わ

る過程で土地を失い、借財に苦しんで貧困化し、輸入食糧に頼ろうにも低収入のため届かず¥飢

餓に陥るケースが見られるようになっている。

その中では、千ば、つなどのように実際に食物が絶対的に不足したために起こる「不足の中の飢

え」が、十分な食糧があるにも関わらず発生している「過剰の中の飢えJ (マクドフ、フォス

ター、ノミ ;、 jレ2004)に変わっている。

同時に飢餓が、毘家単位の問題から、グローバルレベルの問題に変わりつつある。食糧危機

は、食糧が不十分であるためではなく、世界全体で形成されてきている食糧・農業の構造に由来

するものであると言える。実際にも世界の年間穀物生産量を人口で寄せると、一人当たり356kgで

ありこれだけの穀物があれば飢餓は起とらないと言われる(近藤2006)0 問題は構造にある。

輸出向け構造で、自給能力のある人々が耕地・収入を失う他に、機械化ゆえの構造上の問題もあ

る。入閣の労力の代わりに、農薬・化学肥料を{吏う生産、更にはバイオテクノロジーを駆使した

GMO (遺伝子操作)栽培の工業型農業では、農民が就くだけの十分な仕事がないこともある。

テキスト H

輸出向け農産物増加と同時に増加した貧困と飢餓

多くの図で、輸出向け農産物の輸出増加と需時に貧閣と飢餓が増加している。

タイでは、アジア通貨危機直前までの10年 (1985-95年〉の関に農産物輸出が65%増加し

た。丁度その期間に、貧i調ライン以下の人口の割合カ"43%に増加している。フィリピンでは、輪
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出用切花栽培に膨大な土地を提供したのと向特に、米やコーン向けの主食の耕作面積が減少、 35

万世需の農家が崩壊した。長い隠米の自給j重であったフィリピンが1990年代の終わりには米の輸

入国に転じた。輸入開始後、米価は10告にも跳ね上がって飢餓に瀕する人々が増加している。ボ

リビアでは、 85年から90年の閣に大幅な農産物輸出増加が見られた。にも関わらず、農村部95%

の人の-E3の収入は lドル未満である D ブラジ、ルも同様に、大豆i輸出がアマゾン]11の流域の森林

伐採を伴って大幅に拡大された。同時に、飢餓人口は人口の3分のlから3分の 2に拡大した。ブ

ラジルは世界第3位の農産物輸出国で、ありながら、何百万もの小j設が土地を追われた。主金にあ

たる米の一人当たり生産高は18%低下し、飢餓と貧図が増加した(本テキストのデータは、 カバ

ナ、マンダ-2006より) 0 

テキスト i

世界レベルで見られる共通の現象としての飢餓

このような小規模農民j震の貧国と飢餓は、輸出向け農産物増加と共起して起きているD 何らか

の構造的原尽によってグ、ローバルレベルで、起こっていると見るのが妥当であろう。

上では途上留の状況を'=1=1心に見てきたが、日本の例で一部見たように、先進留でも小規模農民

層は先進国思有の形でI~難な状況におちいっている。いづれも出発点は、自営農民が土地を失う

ことによる自給能力の喪失である O 食糧が自給できなければ、購入しない限り食べるものがな

い。 自営農民だった人に、特に現金収入の道はない。食糧購入能力を失っているのである。簡単

に言えば¥自分で作れない、現金がないから食糧が買えない、震えないから飢えるという構造が

できているのである。

テキスト j

雇用・食糧の両方が入手できない人の群像

これら自営農民は、輸出向け農産物の増加、即ち換金作物主体農業への移行によって、自給食

糧生産ができなくなった。その場合、食糧入手には当然ながら現金を必要とする。土地を袈失し

た場合、現金収入を雇用によって得る途がある。その際これまで農民であった人が織を得ょうと

する場合には、職種が恕られる。多くは都市への移住、 3K労働への従事を余儀なくされる。]

億数千万とされる中国の農民工をはじめとして、世界の大都市にはこのような形の都市流民が毎

年2千万人から3千万人貧困層として新たに流入している (2004 マクドフ、フォスター、パト

ノレ)。その結果7億人の失業者がおり、 6億人が絶対貧国の下にある中で「インフォーマルセク

ター」での仕事で生計を立てている。他方、直前まで農民であった人でない場合、一定の教斉を

受けた上で雇用によって収入を得る O この場合は雇用状況が安定している下では問題がない。こ

れが、雇用状況がリーマンショックなどによって悪化すると雇用喪失に絡る人が出てくるのは、

インドのプレムワテイさん、日本の派遣切りにあった男性のケースや、身体上の理由で、仕事を失

いまた得られる生活保護の途在求める北九州市の大前さんの例で見るとおりである。これらの人

は現金収入が激減したり、収入の方途がなく食糧入手の途が絶たれる。何れも、雇用-食趨がラ
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イフラインであるにも関わらず、ライフラインの一方の雇用、そして、雇用に依存している場合

にはもともと自給の基盤がなく他方の食糧の方も、入手できないことにつながる。

IV.結語

前稿(岡崎2010b)では、持続可能性日本語教育における学習のデザインの自指す全体像をf持

らか Lこすることを課題とし、教室活動・シラパスデザイン・教m~の役割について考察した。その

上で、次の課題としてグローバル化変動の下におけるライフラインとして、雇用面と共に基車alを

なす食糧面の両面を合わせた内容とする展開を設定した。本論は、その課題をめぐって、グロー

パル化変動の下における震用-食糧ili[ljのライフラインリスクのリスク像育成のための学習のテキ

ストシラパスデザインについて考察した。

次の課題としてライフラインリスクとしてここに述べた雇用と食糧のほかに、人間生態系で形

成されてきた社会保障のライフラインの保全育成策としての可能性について学習のデザインを明

確にすることが課題である。
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